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本
書
は
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）
年
に
武
野
要
子
氏
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
近

代
博
多
商
人
研
究
会
が
、
会
長
を
岡
本
幸
雄
氏
に
引
き
継
ぎ
つ
つ
研
究
会
を
発
展
さ

せ
て
き
た
（
現
在
の
研
究
会
の
名
称
は
福
博
企
業
者
史
研
究
会
）、
十
年
以
上
に
わ

た
る
活
動
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。同
研
究
会
か
ら
の
成
果
は
す
で
に
、『
福
岡
県
史
』

や
朝
日
新
聞
西
部
版
「
続
は
か
た
学
」
な
ど
で
発
表
さ
れ
て
き
た
が
、本
書
は
纏
ま
っ

て
刊
行
さ
れ
る
初
の
研
究
書
で
も
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
本
書
が
対
象
と
す
る
福
岡
（
市
）
は
、
黒
田
長
政
入
城
以
前
か
ら
の
商

人
町
で
あ
る
博
多
地
区
と
、
入
城
以
後
の
武
家
町
を
中
心
と
し
た
城
下
町
で
あ
る
福

岡
地
区
が
、
那
珂
川
お
よ
び
中
洲
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
成
立
し
た
都
市
（
以
下
、
福

博
と
略
す
）
で
あ
る
。
福
博
の
発
展
に
と
っ
て
、
福
博
と
し
て
一
つ
に
統
一
さ
れ
た

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
、
博
多
お
よ
び
福
岡
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
、
重
層
的
に
存
在
し
た
の
が
福
博
と
い
う
都
市
の
特
徴
で
あ
る
。
本
書

は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
福
博
が
、
如
何
に
し
て
工
業
化
・
産
業
化
の
舞
台
と

な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
実
証
研
究
で
あ
る
。
最
初
に
各
章
の
紹

介
を
行
い
、
最
後
に
纏
め
て
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
付
す
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
一
章
「
企
業
勃
興
と
福
博
商
工
業
者
」（
迎
由
理
男
）
は
、
序
章
的
な
役
割
も

兼
ね
つ
つ
、
福
博
お
よ
び
そ
こ
の
企
業
者
た
ち
を
研
究
史
上
に
位
置
付
け
て
い
る
。

明
治
の
経
済
発
展
の
中
で
、
六
大
都
市
に
続
く
都
市
と
し
て
、
広
島
、
金
沢
、
仙
台

そ
し
て
福
岡
が
台
頭
し
て
く
る
。
福
岡
以
外
の
都
市
は
軍
事
都
市
と
し
て
の
側
面
を

持
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
福
岡
は
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
城
下
町
と
し

て
の
系
譜
に
位
置
づ
く
が
、
明
治
前
期
に
は
紀
州
徳
川
家
の
和
歌
山
、
細
川
家
の
熊

本
、
島
津
家
の
鹿
児
島
、
蜂
須
賀
家
の
徳
島
な
ど
よ
り
も
、
福
博
は
小
さ
な
都
市
と

し
て
出
発
し
て
い
た
こ
と
も
見
過
ご
せ
な
い
。
ま
た
、明
治
期
の
発
展
に
お
い
て
は
、

同
じ
福
岡
県
内
で
比
較
し
て
み
る
と
、
現
北
九
州
市
エ
リ
ア
（
門
司
、
八
幡
、
小
倉
、

若
松
、
戸
畑
）
よ
り
も
近
代
的
な
産
業
の
定
着
が
遅
れ
、
ま
た
筑
豊
の
炭
鉱
地
帯
よ

り
も
資
産
家
の
形
成
で
は
後
塵
を
拝
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
幕
末
か
ら
明
治
前
期
、

そ
し
て
明
治
中
・
後
期
へ
と
移
り
変
わ
る
中
で
、
近
世
来
の
上
位
商
人
層
（
舟
問
屋
・

蠟
製
造
業
者
・
相
物
問
屋
）
が
没
落
を
し
、
そ
れ
に
続
く
呉
服
商
・
醸
造
家
ク
ラ
ス

が
経
営
を
維
持
し
て
発
展
の
主
た
る
担
い
手
と
な
っ
た
時
点
に
始
ま
る
。
彼
ら
は
銀

行
・
鉄
道
・
炭
鉱
な
ど
へ
と
出
資
・
参
加
を
行
う
が
、
そ
の
多
く
は
他
都
市
の
企
業
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道
の
関
係
で
揉
め
、
さ
ら
に
は
福
岡
電
灯
と
い
う
会
社
名
に
難
色
を
示
す
博
多
商
人

の
反
対
で
挫
折
し
て
い
く
。
し
か
し
全
国
的
に
電
灯
会
社
が
勃
興
す
る
と
、
再
び
福

博
で
も
電
灯
会
社
設
立
の
要
望
が
高
ま
り
、
今
度
は
博
多
商
人
を
中
心
と
し
て
設
立

が
企
画
さ
れ
た
。
今
度
も
山
笠
の
通
り
道
で
調
整
に
手
古
摺
る
が
、
何
と
か
開
業
へ

と
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
く
。

　

第
四
章「
大
正
期
の
筑
前
参
宮
鉄
道
株
式
会
社
と
河
内
卯
兵
衛
」（
永
江
眞
夫
）は
、

博
多
の
綿
糸
商
で
あ
り
、ま
た
後
に
福
岡
市
長
と
し
て
も
活
躍
す
る
河
内
を
中
心
に
、

吉
塚
か
ら
宇
美
八
幡
宮
へ
と
敷
設
さ
れ
た
私
鉄
で
あ
る
筑
前
参
宮
鉄
道
を
分
析
し
て

い
る
。
筆
者
の
永
江
眞
夫
に
は
既
に
河
内
卯
兵
衛
の
家
業
経
営
や
企
業
家
活
動
に
関

す
る
研
究
（
福
岡
大
学
『
経
済
学
論
叢
』
四
九
‒三
・
四
号
）
が
あ
り
、
本
研
究
は
そ

の
延
長
に
位
置
付
く
も
の
で
あ
る
。
河
内
の
尽
力
に
よ
っ
て
地
方
政
治
家
、
炭
鉱
経

営
者
、
土
木
請
負
業
者
な
ど
が
発
起
人
と
な
り
、
ま
た
九
州
水
力
電
気
関
係
者
ら
福

博
商
人
も
大
株
主
と
し
て
、
同
社
は
出
発
し
た
。
経
営
資
金
は
第
七
章
で
も
扱
う
太

田
清
蔵
系
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
さ
れ
た
。
し
か
し
、
杜
撰
な
計
画
と
競
合
路
線
と

の
関
係
か
ら
、
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
増
資
を

行
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
増
資
引
き
受
け
に
最
も
積
極
的
で
あ
っ
た
の
が
、
競
合

路
線
の
博
多
湾
鉄
道
も
経
営
す
る
太
田
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
社
内
の
不
正
経
理
問
題

も
発
覚
す
る
。
こ
う
し
て
河
内
は
経
営
か
ら
退
き
、
元
鉄
道
省
職
員
の
井
上
正
美
が

専
門
経
営
者
と
な
る
。
た
だ
し
、
河
内
が
政
治
家
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
こ
の
経
営

失
敗
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

第
五
章
「
福
博
の
企
業
家
と
水
産
業
」（
原
康
記
）
は
、
水
産
業
の
近
代
化
・
大

型
化
で
あ
る
ト
ロ
ー
ル
船
の
導
入
に
伴
っ
た
会
社
設
立
の
動
向
の
中
で
、
水
産
会
社

と
福
博
の
企
業
家
た
ち
の
行
動
を
考
察
し
た
章
で
あ
る
。
博
多
港
は
下
関
・
長
崎
両

港
に
次
ぐ
ト
ロ
ー
ル
船
漁
港
で
あ
り
、
明
治
末
頃
に
は
太
田
清
蔵
系
の
博
多
汽
船
漁

家
層
と
比
べ
て
相
対
的
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
具
体
的
事
例
の

考
察
を
行
う
の
が
、
福
博
に
設
立
さ
れ
た
企
業
に
視
点
を
置
い
た
第
二
章
か
ら
第
五

章
と
、
企
業
家
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
た
第
六
章
か
ら
第
八
章
と
い
う
構
成
に
な
っ

て
い
る
。

　

第
二
章
「
博
多
絹
綿
紡
績
株
式
会
社
の
成
立
と
展
開
過
程
」（
岡
本
幸
雄
）
は
、

絹
綿
紡
績
と
は
名
乗
る
も
の
の
、
技
術
的
に
製
糸
業
の
機
械
化
が
困
難
で
あ
っ
た
た

め
、紡
績
会
社
と
し
て
経
営
さ
れ
た
会
社
の
事
例
で
あ
る
。
同
社
に
関
す
る
研
究
は
、

筆
者
の
岡
本
幸
雄
に
よ
っ
て
既
に
『
地
方
紡
績
企
業
の
成
立
と
展
開
』（
九
州
大
学

出
版
会
）
第
八
章
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
新
資
料
も
加
え
つ
つ
、
福
博
商

人
と
い
う
視
覚
か
ら
再
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
社
は
、
呉
服
太
物
商
を
は
じ
め

と
し
た
福
博
の
繊
維
各
種
商
が
、
発
起
人
お
よ
び
株
主
の
中
核
を
占
め
る
。
ま
た
繊

維
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
絣
で
名
高
い
久
留
米
の
商
人
や
、
岡
山
の
商

人
た
ち
に
ま
で
出
資
を
仰
ぐ
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
会
社
自
体
の
経
営
は
、

製
品
に
競
争
力
が
な
か
っ
た
た
め
に
九
州
域
外
へ
販
売
す
る
の
が
容
易
で
な
く
、
起

死
回
生
の
中
国
大
陸
向
け
輸
出
も
失
敗
し
、
鐘
淵
紡
績
へ
の
不
利
な
条
件
で
の
吸
収

合
併
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
章
「
博
多
電
灯
株
式
会
社
の
創
立
者
と
設
立
経
過
」（
東
定
宣
昌
）
は
、
松

永
安
左
ェ
門
や
福
沢
桃
介
の
福
博
電
灯
軌
道
と
後
に
合
併
し
、
博
多
電
灯
軌
道
と
い

う
形
（
そ
の
後
、
九
州
電
気
と
合
併
し
て
九
州
電
灯
と
な
る
）
で
福
博
の
市
内
電
気

会
社
と
し
て
発
展
す
る
企
業
の
、
源
流
の
一
社
の
創
立
を
検
討
し
て
い
る
。
福
博
に

お
け
る
電
灯
会
社
計
画
は
、
当
初
は
「
福
岡
く
ら
ぶ
」
と
い
う
社
交
ク
ラ
ブ
を
舞
台

に
発
案
さ
れ
た
。
旧
黒
田
藩
士
を
中
心
に
、
商
人
、
官
吏
、
学
者
、
医
師
、
豪
農
が

参
加
し
て
い
た
福
岡
く
ら
ぶ
に
、
工
事
請
負
を
事
業
の
一
つ
と
し
て
い
た
東
京
電
灯

や
東
京
品
川
電
灯
か
ら
働
き
掛
け
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
笠
の
通
り
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ど
、
近
世
の
商
家
と
の
類
似
性
の
高
さ
が
抽
出
さ
れ
た
。

　

第
七
章
「
太
田
清
蔵
の
企
業
者
活
動
」（
迎
由
理
男
）
は
、
他
章
で
も
た
び
た
び

登
場
す
る
四
代
目
太
田
清
蔵
が
考
察
対
象
で
あ
る
。
太
田
家
は
油
の
製
造
と
問
屋
お

よ
び
貸
金
業
の
二
つ
を
家
業
と
す
る
商
家
で
あ
り
、
分
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
四
代

目
太
田
清
蔵
は
、
明
治
初
期
に
は
他
業
種
へ
の
事
業
拡
大
を
図
る
も
の
の
失
敗
に
終

わ
っ
た
。
し
か
し
太
田
は
、
こ
の
時
期
に
政
財
界
活
動
に
は
成
功
し
、
そ
の
影
響
力

を
背
景
に
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
。
そ
の
契
機
と

な
っ
た
の
が
福
岡
で
の
十
七
銀
行
・
福
岡
貯
蓄
銀
行
の
破
綻
と
、
東
京
で
の
徴
兵
保

険
会
社
の
行
き
詰
ま
り
で
あ
る
。
太
田
は
こ
の
双
方
の
再
建
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な

る
。
前
者
で
は
福
岡
貯
蓄
銀
行
を
引
き
継
い
で
福
岡
銀
行
を
設
立
し
、
積
極
的
な
支

店
網
と
産
業
金
融
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
。
ま
た
、
後
者
で
は
在
郷
軍
人
会
を
通
じ
た

活
動
で
成
功
を
収
め
、有
価
証
券
投
資
と
預
金
を
使
い
分
け
て
経
営
を
安
定
さ
せ
た
。

こ
の
両
社
は
ま
た
、
太
田
系
の
企
業
に
対
す
る
機
関
銀
行
と
し
て
機
能
し
た
点
で
も

共
通
す
る
が
、
太
田
系
企
業
は
い
ず
れ
も
芳
し
い
業
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

福
博
に
お
い
て
最
も
成
功
し
た
太
田
清
蔵
で
あ
っ
て
も
企
業
家
と
し
て
は
限
界
が
見

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
八
章
「
田
中
丸
家
の
企
業
者
活
動
」（
合
力
理
可
夫
）
は
、
小
城
出
身
の
呉
服

商
で
あ
り
な
が
ら
、
博
多
に
百
貨
店
玉
屋
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
外
様
商
人
を
分

析
し
て
い
る
。
田
中
丸
家
の
本
家
で
あ
る
善
蔵
家
は
、
久
留
米
絣
な
ど
に
加
え
て
日

用
雑
貨
も
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、
佐
世
保
の
海
軍
工
廠
従
業
員
購
買
組
合
と
の
間
に

一
手
引
受
を
結
ん
だ
こ
と
で
経
営
を
拡
大
す
る
。
明
治
三
十
年
代
初
め
に
は
佐
賀
県

内
で
は
ト
ッ
プ
、
福
博
商
人
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
経
営
規
模
の
呉
服
商
に
成

長
し
て
い
た
。
明
治
末
年
に
は
合
名
会
社
の
形
態
を
と
り
、
投
資
活
動
を
通
じ
て
事

業
の
多
角
化
に
乗
り
出
し
て
い
く
。
佐
世
保
商
人
と
と
も
に
魚
市
場
を
、
久
留
米
絣

業
と
、
河
内
卯
兵
衛
ら
の
福
博
商
人
に
よ
る
福
博
遠
洋
漁
業
と
の
、
二
大
水
産
企
業

が
誕
生
し
て
い
た
。
大
正
初
頭
に
い
た
る
と
供
給
過
剰
お
よ
び
海
底
保
護
区
域
の
設

置
を
受
け
て
、
両
社
合
併
し
て
博
多
遠
洋
漁
業
と
な
り
、
同
じ
く
福
博
商
人
が
設
立

し
て
い
た
共
同
製
氷
も
買
収
し
た
。
し
か
し
、第
一
次
世
界
大
戦
ブ
ー
ム
に
な
る
と
、

船
舶
価
格
の
上
昇
を
受
け
て
船
舶
を
す
べ
て
売
却
し
、
そ
の
ま
ま
会
社
は
解
散
し
て

し
ま
う
。
そ
し
て
、
大
戦
後
に
再
び
太
田
清
蔵
を
中
心
と
し
て
、
福
博
商
人
が
経
営

者
・
株
主
に
名
前
を
連
ね
る
博
多
ト
ロ
ー
ル
が
設
立
さ
れ
る
。
同
社
の
経
営
は
比
較

的
順
調
で
あ
っ
た
が
、魚
価
下
落
や
船
舶
遭
難
な
ど
の
危
機
も
時
々
発
生
す
る
た
め
、

最
終
的
に
は
大
手
の
共
同
漁
業
の
買
収
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
六
章
「
明
治
期
渡
辺
家
の
企
業
者
活
動
」（
岡
本
幸
雄
）
は
、
福
岡
市
天
神
の

渡
辺
通
に
名
を
残
す
渡
辺
家
（
紙
与
）
に
関
す
る
分
析
で
あ
る
。
渡
辺
家
は
近
世
来

呉
服
太
物
商
と
し
て
活
躍
し
、明
治
十
年
代
に
綿
糸
商
活
動
も
始
め
た
。
こ
の
た
め
、

綿
糸
布
を
中
心
と
し
た
繊
維
製
品
の
商
売
が
、近
代
以
降
も
本
業
の
位
置
を
占
め
る
。

綿
糸
取
引
は
岡
山
の
玉
島
紡
、
岡
山
紡
、
倉
紡
な
ど
か
ら
仕
入
れ
、
久
留
米
絣
向
け

の
販
売
を
行
っ
て
い
た
（
こ
れ
が
第
二
章
の
出
資
に
繋
が
る
）。
ま
た
綿
布
を
は
じ

め
と
し
た
織
物
は
、
関
西
地
方
か
ら
仕
入
れ
て
九
州
で
販
売
し
て
い
た
。
し
か
し
渡

辺
家
で
は
こ
の
本
業
以
外
に
、
非
常
に
多
く
の
投
資
や
経
営
参
加
を
行
っ
て
い
る
。

株
式
投
資
で
は
、
岡
山
や
九
州
の
紡
績
会
社
と
い
っ
た
本
業
に
付
随
す
る
企
業
を
は

じ
め
、
鉄
道
、
金
融
、
ガ
ス
、
食
品
な
ど
の
全
国
銘
柄
や
、
国
債
や
関
西
方
面
の
地

方
債
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
鉄
道
へ
の
興
味
は
高
か
っ
た
よ
う
で
、
博
多
湾

鉄
道
へ
の
経
営
お
よ
び
投
資
に
も
名
前
を
連
ね
る
。
不
動
産
投
資
や
貸
家
経
営
、
地

主
経
営
も
渡
辺
家
を
支
え
た
。
ま
た
、
失
敗
し
た
事
業
と
し
て
舟
石
炭
鉱
が
紹
介
さ

れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
渡
辺
家
で
あ
る
が
、
一
族
の
分
家
や
番
頭
格
の
別
家
に
お
い

て
、
本
家
と
の
家
業
競
合
を
禁
じ
た
り
、
本
家
の
非
常
時
に
救
済
を
約
束
さ
せ
る
な
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治
の
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
の
企
業
勃
興
に
前
後
し
た
時
期
に
、
福
博
商

人
た
ち
が
炭
鉱
業
に
触
手
を
伸
ば
し
て
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
明
治
初
め
の
福
博
商
人
た
ち
は
、
他
都
市
の
商
人
た
ち
と
比
較
し
て

も
、
決
し
て
企
業
家
精
神
に
欠
け
た
人
物
た
ち
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
企
業

家
精
神
に
あ
ふ
れ
、
果
敢
に
筑
豊
の
炭
鉱
事
業
に
参
入
し
て
、
そ
こ
で
大
き
な
痛
手

を
被
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
他
都
市
の
企
業
勃
興
の
担
い
手
た
ち
に
比
べ
て
限
界
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
第
八
章
に
あ
る
よ
う
に
、
近
代
の
福
博
は
呉
服

太
物
商
た
ち
が
中
心
で
あ
り
な
が
ら
、
初
の
デ
パ
ー
ト
を
他
都
市
か
ら
の
参
入
で
設

立
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。

　

現
在
、
福
岡
市
は
九
州
最
大
の
都
市
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
福
岡
は
か
つ
て
、
企
業
勃
興
の
波
に
十
分
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
炭
鉱
業

で
繁
栄
を
謳
歌
す
る
筑
豊
地
域
や
、
工
業
化
の
最
前
線
を
走
っ
て
い
た
現
北
九
州
市

域
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
福
博
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
ま
だ
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
福
博
企
業
者
史
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
近

代
の
福
博
に
関
す
る
研
究
が
今
後
一
層
進
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
三
〇
〇
＋
ⅹ
頁
、
三
八
〇
〇
円
〔
税
別
〕）

商
の
国
武
喜
次
郎
と
呉
服
店
を
、
福
博
商
人
と
は
九
州
板
紙
を
、
川
崎
八
右
衛
門
や

茂
木
七
郎
右
衛
門
に
働
き
か
け
て
南
洋
貿
易
を
と
、
か
な
り
手
広
く
事
業
を
手
掛
け

て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
本
業
で
あ
る
呉
服
店
お
よ
び
各
種
事
業
の
発
展
と
し
て

百
貨
店
経
営
に
も
乗
り
出
す
。
し
か
し
佐
世
保
の
一
号
店
に
続
く
福
博
へ
の
出
店
は

遅
れ
、
伊
藤
長
商
店
か
ら
営
業
権
を
譲
り
受
け
、
紙
与
呉
服
店
（
第
六
章
）
の
全
商

品
と
従
業
員
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
よ
う
や
く
と
福
博
初
の
デ
パ
ー
ト
で
あ
る
玉
屋

百
貨
店
の
開
業
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
、
簡
単
に
要
約
を
行
っ
て
き
た
が
、
最
後
に
コ
メ
ン
ト
を
付
す
こ
と
で
ま
と

め
と
し
た
い
。
一
つ
目
は
、
双
子
都
市
と
い
う
性
格
を
持
つ
特
徴
的
な
福
博
を
対
象

と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
章
の
一
部
を
除
き
、
福
岡
と
博
多
の
商
人
の
関
係

性
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
な
い
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
第
四
章
の

河
内
卯
兵
衛
や
第
六
章
の
渡
辺
家
の
よ
う
な
繊
維
商
を
出
自
と
す
る
商
人
た
ち
と
、

第
七
章
で
扱
わ
れ
た
太
田
清
蔵
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
の
合
従
連
衡
こ
そ
が
、

近
代
福
博
の
特
徴
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
五
章
の
二
大
水
産
会
社
で
は
、

ま
さ
に
こ
の
両
社
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
企
業
設
立
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
た
第
四
章

で
は
鉄
道
競
合
路
線
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
構
図
は
他
の
業
種
で
も

確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
な
る
と
、
福
岡
と
博
多
と
い
う
近
世
期

に
発
す
る
地
域
的
な
差
は
、
近
代
に
あ
っ
て
ど
の
程
度
の
意
味
を
持
ち
得
た
の
か
と

い
う
点
が
、
一
つ
今
後
の
重
要
な
論
点
に
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

二
つ
目
は
、
福
博
の
商
人
た
ち
は
、
第
一
章
で
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、
結
局
は
企

業
家
と
し
て
は
大
成
で
き
な
か
っ
た
商
人
た
ち
、
と
い
う
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ

る
。
そ
の
原
因
に
関
す
る
考
察
を
、
各
章
と
も
禁
欲
的
に
避
け
て
い
る
の
が
残
念
で

あ
り
、
一
読
者
と
し
て
は
こ
の
点
に
関
す
る
著
者
た
ち
の
見
解
を
伺
い
た
か
っ
た
。

評
者
が
読
み
進
め
て
い
く
中
で
感
じ
た
点
を
問
題
提
起
と
し
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
明




